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TOPICS！ 

 よし介工芸館に通っているグループホーム

の利用者さんが作った作品です。 

 写真の作品は、よし介で飾られています。

また、よし介・エクル・わいわい市場で販売も

されています。  

 気持ちを込めて作った作品は温かみがあ

り、素敵な物ばかりです。 

  特集「湘南だいち」 

 「湘南だいち」は①生活介護、②短期入所、

③児童発達支援センター、の3つの機能を持

つ「複合施設」の総称です。 

 それぞれの事業とその様子をご紹介します。 
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■
子
ど
も
支
援
部
署
■ 

 
 

プ
リ
ズ
ム
で
は
、
写
真
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
よ
り

も
、
「
ピ
ピ
ピ
が
鳴
っ
た
ら
始
め
の
会
で
す
」
と
声
か

け
し
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
切
り
替
え
ら
れ
た
人
も
い

ま
し
た
。 

 
 

支
援
の
中
で
、
好
き
な
曲
を
聞
い
て
い
る
時
に
タ

イ
マ
ー
等
で
切
り
替
え
る
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
「
あ

と
何
曲
聞
い
た
ら
〇
〇
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
時
間
で
は

な
く
回
数
で
お
伝
え
し
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に
切
り
替
え

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
本
人
が
好
き

な
活
動
を
し
て
い
る
の
に
、
他
の
こ 

 

本
人
が
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

探
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
本

人
の
理
解
や
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
形
で
“
お
わ
り
・

切
り
替
え
場
面
”
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！ 

 

子
ど
も
支
援
部
署
（
カ
ラ
フ
ル
・
プ
リ
ズ
ム
）
に
2
年

半
ほ
ど
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
高
橋
卓
也
職
員
が
、

3
月
末
に
て
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
（
ご
報
告
が
遅
れ

ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
） 

 

新
た
な
職
場
で
の
活
躍
を
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
応
援

し
て
お
り
ま
す
。 

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い
★ 

 

未
就
学
の
は
ぐ
や
、
小
学
生
ク
ラ
ス 

カ
ラ
フ
ル
・星
の
村
で
特
に
人
気
の 

あ
る
ト
ミ
カ
シ
リ
ー
ズ
。
下
の
様
な 

ド
ラ
イ
ブ
や
パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の 

お
も
ち
ゃ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
譲
り 

頂
け
る
と
幸
い
で
す
。
お
譲
り
頂
け
る
場
合
に
は
、

お
近
く
の
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。 

 
年
度
が
変
わ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
（
？
）
に
3
か
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
来
月
に
は
、
幼
稚
園
や

学
校
の
夏
休
み
が
待
っ
て
い
ま
す
ね
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
お
盆
休
み
（
5
日
間
）
以
外
、
通
常
の
ご
利

用
曜
日
に
て
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
な
お
、

各
事
業
所
よ
り
、
夏
休
み
中
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

案
内
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
号
の
子
ど
も
支
援
部
署
の
ペ
ー
ジ
は
、
プ

リ
ズ
ム
担
当
の
大
久
保
よ
り
、
物
事
の
【
お
わ
り
】

【
切
り
替
え
】
場
面
に
注
目
し
て
、
日
頃
ス
タ
ッ
フ
が

意
識
し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

ポ
イ
ン
ト
は
①
本
人
の
理
解
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
②
本
人
の
気
持
ち
は
ど
う
か
の
2
点
で
す
。
ス

タ
ッ
フ
が
“
伝
え
た
つ
も
り
”
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に

意
識
し
て
い
ま
す
。 

①
本
人
の
理
解
に
つ
い
て 

 

支
援
の
中
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
、
写

真
カ
ー
ド
を
よ
く
使
い
ま
す
が
、
写
真
カ
ー
ド
が
最

良
の
方
法
で
は
な
く
、
声
か
け
の
方
が
分
か
り
や
す

い
人
や
、
文
字
が
分
か
り
や
す
い
人
、
他
の
利
用
者
の

動
き
を
見
る
こ
と
で
理
解
す
る
人
等
様
々
で
す
。 

タイマーの下に、次の
活動を示した写真
カードを提示したもの
です。 

と
を
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
も
、
行

動
に
移
す
の
は
難
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
好
き
な
ド
ラ

マ
を
見
て
い
る
際
に
、
親
か
ら
「
お

風
呂
入
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

息
子
の
気
持
ち
が
近
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

回数表
の例です 
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★
ヘ
ル
パ
ー
部
署
★ 

○
昨
年
度
実
績
報
告 

 
前
号
で
少
し
触
れ
ま
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

時
間
数
、
件
数
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
25
年
度
の
実
績
を
表
に
ま
と
め
、
前

年
度
と
の
比
較
、
サ
ー
ビ
ス
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て

比
較
・検
証
し
ま
し
た
。 

 
 

 

24
年
度
と
25
年
度
で
は
、
時
間
数
で
４
％
（
約

６
０
０
時
間
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
４
％
の
増

加
を
具
体
的
に
あ
ら
わ
し
て
み
る
と
、 

25
年
度

全
サ
ー
ビ
ス
の
月
平
均
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
数

が
１
３
０
４
時
間
（※

１
）
な
の
で
、
全
サ
ー
ビ
ス
の

約
半
月
分
の
件
数
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

件
数
に
つ
い
て
は
、
９
％
（
約
４
３
０
件
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
例
を
出
し
て
み
る
と
、  

25
年
度
全
サ
ー
ビ
ス
の
月
平
均
サ
ー
ビ
ス
提
供

件
数
が
４
１
９
件
（※

２
）
な
の
で
、
全
サ
ー
ビ
ス

の
約
1
ヶ
月
分
の
件
数
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

前
年
度
比
は
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表
示
す
る
と
、

わ
ず
か
の
増
加
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
が
、
具
体
的

な
数
値
に
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
増
加
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

（
消
費
税
の
３
％
増
加
も
、
そ
う
思
う
と
大
き

い
で
す
ね
・・・）  

  

 
 

 

 

サービス種別 平成24年度 平成２５年度 前年度
身体介護 27 21 78%
家事援助 168 128 76%
通院介助（身介有） 44 16 36%
通院介助（身介無） 1 2 200%
行動援護 1689 2061 122%
移動支援 2677 2810 105%

合計 4606 5038 109%

サービス種別 平成２４年度 平成２５年度 前年度
身体介護 74.3 63 85%
家事援助 169.2 146.5 87%
通院介助（身介有） 65.0 38.6 59%
通院介助（身介無） 2.4 3.3 138%
行動援護 5674.8 6466.8 114%
移動支援 9055.0 8930.5 99%

合計 15040.7 15648.7 104%

１時間以内 

15% 

１～２時間 

22% 

２～３時間 

25% 

３～４時間 

13% 

４～５時間 

12% 

５時間を超える 

13% 

１時間以内 

１～２時間 

２～３時間 

３～４時間 

４～５時間 

５時間を超える 

 
 

    

○
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
の
目
安
に
つ
い
て 

 

新
規
の
利
用
者
さ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
変
更
を
検
討
さ
れ
て
い
る
利
用
者
さ

ん
か
ら
、
「
他
の
利
用
者
さ
ん
は
、
１
回
あ

た
り
に
ど
れ
位
の
時
間
、
利
用
し
ま
す

か
？
」と
い
う
質
問
を
よ
く
頂
き
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
今
回
は
25
年
度
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
し
た
時
間
を
元
に
、
サ
ー
ビ
ス
一
回

あ
た
り
の
利
用
時
間
の
比
率
を
、
円
グ
ラ

フ
に
し
て
表
し
て
み
ま
し
た
。 

表１．年度サービス実績時間比較 表２．年度サービス実績件数比較 

 

平
成
25
年
度
平
均
の
サ
ー
ビ
ス
時
間

は
３
．
１
時
間
で
し
た
。
平
成
22
年
度

の
平
均
サ
ー
ビ
ス
時
間
は
、
３
．
６
時
間

で
し
た
の
で
、
こ
の
３
年
間
で
短
時
間

の
サ
ー
ビ
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。 

 

過
ご
し
の
内
容
と
し
て
は
、
放
課
後

や
通
所
後
の
サ
ー
ビ
ス
が
多
い
た
め
、

平
日
は
３
時
間
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
多

く
な
り
、
休
日
に
は
、
遠
出
を
し
た
り
、

ゆ
っ
く
り
と
余
暇
を
楽
し
む
と
い
う
内

容
の
３
時
間
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。 

 

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
検
討
さ
れ
る
際
の

参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
・
時
間
に
つ
い

て
お
悩
み
の
方
は
、
行
き
先
・
過
ご
し

方
に
つ
い
て
ご
相
談
も
お
受
け
で
き
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

25
年
度
に
は
、
約
６
０
名
の
登
録
ヘ
ル

パ
ー
と
、
７
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
５
０
３
８

件
、
約
１
５
６
４
８
時
間
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
、
２
５
年
度
に
負
け
な
い
よ

う
、
よ
り
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り

多
く
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

図１．H２５年度 １回あたりのサービス時間数と件数 

(※１)：表１の合計サービス実績時間÷12(ヶ月)  (※２)：表２の合計サービス実績件数÷12(ヶ月) 
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新しい出会いと可能性に期待して。
子どもも大人も地域の方も。誰もが『心のだいち』を豊かにできる場に。

湘南だいち

湘南だいちとは
『湘南だいち』は生活介護事業所『いとぐるま』と児童
発達支援センター『ぷれっじ』・短期入所事業所『はん
もっく』からなる複合施設の総称です。
大地がいろいろな生命を育むように、多くの方が集い、
育ち、共に歩む場になるように期待をこめました。

いとぐるま（生活介護）
18歳以上の方を対象に、ベーカリーやアート制作など充
実した活動プログラムをとおして、ひとり一人の『いき
がい・やりがい』を育てます。
定員：５０名
開所日：月～金（９：３０～１６：００）予定

ぷれっじ（児童発達支援）

就学前の児童を対象に、子どもが持つひとり一人の『個
性・ちから』を将来にわたり発揮できるよう、子どもと
共に成長し、保護者・関係機関と共に支えます。
定員：２０名
開所日：月～金（９：３０～１４：００）予定

はんもっく（短期入所）

主に成人の方を対象に、利用する方にもご家族にとって
も地域で暮らし続けるために必要な『あんしん』できる
場のひとつになれるように努めます。
定員：５名（全個室）
開所日：月～金（事前登録制）

アクセス
住所：藤沢市亀井野３１８７
湘南台駅東口から藤沢駅北口行き・藤沢駅北口か
ら湘南台東口行き『新田』バス停下車徒歩２分

 「湘南だいち」は、①成人通所支援、②成人短期入所、③児童発達支援センター

の3つの機能を持つ「複合施設」の総称です。 

 それぞれの事業とその様子についてご紹介したいと思います。 

湘南だいち課長

「佐藤敏彦」が 

おとどけします。 

【生活介護 いとぐるま】 

 いとぐるまは定員50名の生活介護の事業所です。現在は、30名弱の方と契約を結び活動をし

ています。「ふじ」「あかね」「まつば」「やまぶき」「あおやぎ」の活動スペースと、いとぐるまの顔で

もあります「ベーカリー・ショップスペース」合わせて6つの活動の場があります。「ふじ」「あかね」

ではアートを中心とした活動で、「ふじ」では絵画を「あかね」では機織り（現在練習中）、近い将来

には「草木染」も行う予定です。お気づきの方もいらっしゃると思いますが、「ベーカリー・ショップ」 

以外の各部屋の名前は、草木染から日本由来の

「色」の名前で揃えました。「ベーカリー・ショップ」は

「だいちの森」と命名し、開所から1ヶ月遅れの5月14

日にグランドオープンしました。利用者のみなさんも

コックコートやエプロンを身にまとい、製パン作業や

接客業務など、楽しみながら活動されています。 
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【児童発達支援センターぷれっじ】  

 「ぷれっじ」は、①児童発達支援事業、②障害児相談支援事業、③保育所等訪問支援事業の3事

業からなっています。 

 今回は「児童発達支援事業」にフォーカスしご紹介します。定員は20名で、現在は17名の年少から

年長までのお子さんが通っています。子どもの成長のすごさに驚きの連続で、今まで便座に座れな

かった子どもが、他の子どもの行動をみて座れるようになったり、母子分離が難しいと思っていた子

どもが平気な顔で毎日登園したりと、開所前の心配はどこに？といった感じで、子ども同士で学び合

う力にも感心しています。 

 

【短期入所 はんもっく】 

 ある意味、地域の大きな期待（？）はここなのかもしれません。 

 法人内では初めての「単独短期事業」です。内覧会でも多くの人の興味関心は「はんもっく」だっ

たように思います。中でも、市内の通所支援事業に通われているご家族の関心は高かったようで

す。 

 「はんもっく」は湘南だいち2階に設置されています。居室数は5部屋で各居室ともテレビ、エアコン、

ベッド、机、クローゼットが完備されています。男女混合利用になることから居室１～３と居室４～５

は扉で仕切り、施錠することで夜間の行き来ができないように配慮してあります。そのため、各エリ

アに車いす対応可能なトイレが1か所ずつ設置されています。当然、「男女」に分かれるため夜間に

ついても「男女」のスタッフが宿直体制で対応する予定です。 

 番外編ですが、私、佐藤は、なぜだかぷれっじ

の利用者さんに人気（？）があります。 

 「私」というより「私のあごひげ」に興味があるよう

で、近寄ってきては掌で撫でたり、手の甲で撫でた

り、場合によっては腕全体であごひげを撫でて感

覚を楽しんでいます。 

はんもっくの 

フロアの様子です。 

右は、キッチンスペース。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=aWphxf_FJLPS2M&tbnid=poKABp8O7AxUhM:&ved=0CAUQjRw&url=http://prcm.jp/album/maimero09/pic/17126233&ei=xg2PU_LLK8P0kQXT5IFg&bvm=bv.68235269,d.dGI&psig=AFQjCNEZf4uC4vomr0-mSj6HpyX8Kal7pA&ust=1401970467484771
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今
で
は
約
一
年
の
通
院
を
と
お
し
て
、
ご
本
人
の

不
安
感
も
無
く
な
り
、
病
気
に
対
し
て
向
き
合
う

事
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 

当
初
は
、
１
週
間
に
一
度
の
通
院
。
調
子
の
悪
い

時
に
は
輸
血
を
す
る
為
に
、
丸
一
日
の
通
院
に
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
治
療
の
効
果
も
あ
り
、
今
で
は
ホ

ー
ム
近
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
、
１
ヶ
月
に
一
度
の
通
院

に
な
り
、
血
液
検
査
を
す
る
だ
け
で
良
く
な
り
ま
し

た
。
総
合
病
院
で
の
経
験
も
あ
り
「
一
人
で
通
院
で

き
る
よ
。
」
と
、
本
人
か
ら
力
強
い
言
葉
も
出
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
ホ
ー
ム
で
は
「
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
」
を
基
本
理

念
と
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

ま
す
。
必
要
と
あ
れ
ば
、
通
所
先
、
ホ
ー
ム
ま
で
迎

え
に
行
き
、
通
院
に
付
き
添
う
事
も
あ
り
ま
す
。
部

分
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
通
院
が
必
要
と
の
医
師
の
診
断
が
あ
れ

ば
、
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は

月
に
2
回
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま
す
。
） 

 

こ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
高
齢
化
が
進
み
ま

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
利

用
者
さ
ん
を
支
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

4
月
か
ら
入
職
し
て
2
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
現
在

は
こ
ど
も
部
署
と
Ｇ
Ｈ
部
署
の
掛
け
持
ち
を
し
て
い
て

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
慣

れ
て
き
た
反
面
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
や
分
か
ら
な

い
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

●
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
署
● 

○
新
ス
タ
ッ
フ
の
あ
い
さ
つ
○ 

 

松
葉 

洋
典 

（ま
つ
ば 

よ
う
す
け
）  

 

 

荒
川 

健
次 

（あ
ら
か
わ 

け
ん
じ
）  

 

 

5
月
1
日
か
ら
新
職
員
と
し
て
Ｇ
Ｈ
部
署
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
覚
え
る
事
が
多
く
、
利
用
者
さ
ん
・世
話

人
さ
ん
・
支
援
員
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
署
は
新
た
に
職
員
を
加
え

て
、
２
０
１
４
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
通
院
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
「
出
来
る
事
は
自
分
で
」

が
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。 

 

あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
さ
ん
の
話
で

す
。
肝
臓
の
疾
患
を
持
っ
て
お
り
、
定
期
的
に
ホ
ー

ム
近
く
の
病
院
に
通
い
、
血
液
検
査
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
昨
年
、
急
に
肝
臓
の
数
値
が
悪
く
な
り

総
合
病
院
に
通
う
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

慣
れ
な
い
通
院
に
加
え
、
沢
山
の
検
査
も
あ
り
、

と
て
も
大
き
な
不
安
を
感
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、

始
め
の
う
ち
は
職
員
が
ホ
ー
ム
ま
で
迎
え
に
行
き
、

一
緒
に
通
院
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
「
出
来

る
事
は
自
分
で
」
と
い
う
事
で
、
体
調
と
相
談
し
な

が
ら
で
す
が
、
一
人
で
バ
ス
を
使
っ
て
病
院
ま
で
行

き
、
そ
こ
で
職
員
と
待
ち
合
わ
せ
る
と
い
う
事
を

取
り
組
み
ま
し
た
。
一
人
で
行
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
そ
の
後
は
一
人
で
採
血
を
行
い
、
診
察
室
前
で

待
ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
だ
結
果
、
安

心
し
て
一
人
で
通
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 



第５２号 ぱるつうしん 平成２６年６月２０日 

７ 

 
昨
年
友
人
に
『
醸
し
系
』と
カ

テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

“
自
家
製
”
“
保
存
”
“
発
酵
”

と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
引
っ

か
か
り
や
す
く
、
実
用
的
な
各

種
実
験
を
趣
味
に
し
て
い
ま

す
。 

 

特
に
発
酵
は
、
時
間
が
ど
う

に
か
し
て
く
れ
る
寛
容
さ
が

好
み
で
す
。 

 

 

洋
菓
子
作
り
は
繊
細
で
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
味
噌
を
仕
込
む

ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
気
が
楽
で
す
。 

 

振
り
返
れ
ば
小
学
生
の
こ
ろ
、

《
ノ
ン
タ
ン
》
の
絵
本
を
み
な
が

ら
ク
ッ
キ
ー
を
焼
き
ま
し
た
。 

 

母
の
テ
キ
ト
ー
な
指
導
を
真

に
受
け
て
、
カ
レ
ー
ス
プ
ー
ン

と
テ
ィ
ー
ス
プ
ー
ン
の
計
量
で

ど
う
に
か
な
っ
た
の
は
ク
ッ

キ
ー
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。 

 
 

 

そ
の
後
取
り
組
ん
だ
ス
ポ
ン

ジ
ケ
ー
キ
は
全
く
膨
ら
ま
ず
、

２
０
年
以
上
た
っ
た
今
も
作
る

気
に
な
れ
ず
に
い
ま
す
。 

 

一
方
、
《
は
っ
こ
う
博
士
大
か

つ
や
く
》
と
い
う
本
を
見
な
が

ら
マ
ホ
ー
ビ
ン
で
つ
く
っ
た
甘

酒
は
、
麹
と
米
だ
け
で
お
砂
糖

が
な
く
て
こ
ん
な
あ
ま
い
も
の

が
！
と
い
う
感
動
と
成
功
体
験

が
あ
り
ま
し
た
。
発
酵
ラ
ブ
の

原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
梅
の
季
節
で
す
ね
。 

 

 

今
回
は
、 

は
ぐ
・富
永
の 

投
稿
で
す
！ 

 

 
 

 
 

 

み
み
よ
り
ミ
ニ
情
報
（
お
出
か
け
ミ
ニ
情
報
特
別
版
！
） 

 
 

 

 

「チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ド
ー
ナ
ツ
」と
い
う
映
画
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
に
か
く
泣
け
る
映
画
と
映
画
好
き
の
友
人
が
太
鼓
判
を
押
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

ダ
ウ
ン
症
の
少
年
の
物
語
で
す
。
ぜ
ひ
見
に
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
映

画
の
紹
介
と
と
も
に
、
私
が
以
前
見
て
心
に
残
っ
た
、
ダ
ウ
ン
症
や
知
的
障
害
を

扱
っ
た
映
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（小
林
） 

 

「チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ド
ー
ナ
ツ
」 

２
０
１
２
年 

ア
メ
リ
カ
映
画 

 

70
年
代
ア
メ
リ
カ
の
実
話
を
基
に
、
母
親
に
見
捨
て
ら
れ
た
ダ
ウ
ン
症
の
少
年

と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
、
司
法
や
周
囲
の
偏
見
と
闘
う
ゲ
イ
カ
ッ
プ
ル
の
姿
を
描

い
た
人
間
ド
ラ
マ
。
血
の
つ
な
が
り
は
な
く
と
も
、
少
年
を
守
る
た
め
奔
走
す
る

主
人
公
た
ち
の
無
償
の
愛
が
胸
を
打
つ
。 

 

「こ
こ
ろ
の
湯
」１
９
９
９
年 

中
国
映
画 

 

「
北
京
の
下
町
で
銭
湯
「清
水
池
」
を
営
む
リ
ュ
ウ
は
知
的
障
害
の
あ
る
次
男
、
ア

ミ
ン
と
共
に
満
足
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
長

男
、
タ
ー
ミ
ン
が
突
然
帰
郷
す
る
・・・
。 

 
「八
日
目
」 

１
９
９
６
年 

ベ
ル
ギ
ー
映
画 

 
会
社
員
ア
リ
ー
は
妻
と
娘
に
家
出
さ
れ
、
一
人
イ
ラ
イ
ラ
と
車
を
飛
ば
し
て
い

た
。
が
、
犬
を
撥
ね
て
し
ま
い
、
そ
の
飼
い
主
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
を
同
乗
さ
せ
る
こ
と
に
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
ダ
ウ
ン
症
の
青
年
で
、
施
設
か
ら
逃
げ
出
し
、
母
親
に
会
い
に
行
く

と
こ
ろ
だ
っ
た
・・・。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(Y

a
h

o
o

映
画
よ
り
一
部
転
載
） 

 
 

  

さ
く
ね
ん
ゆ
う
じ
ん 

 
 

 
 

か
も 

 
 

 

け
い 

 
 

 
 

 

 
 

し
ゅ 

じ
っ
け
ん 

 
 

 
 

し
ゅ
み 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
か 

 
 

 
 

 
 

み 
  

そ 
 

 
 

し 
 

こ 

よ
う 

が 

し 
 

づ
く 

 
 

 
 

 
 

せ
ん
さ
い 

 
 

 
 

 
 

 
ご 

 

と 
 

 
 

く
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ひ 

 

こ
の 

 

じ 

か 

せ
い 

 
 

 
 

ほ 

ぞ
ん 

 
 

 

は
っ
こ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

じ
つ
よ
う
て
き 

 
 

 

か
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
ん
よ
う 

 
 

 

と
く 

 
 

は
っ
こ
う 

 
 

 
 

 
 

じ 

か
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

け
い
り
ょ
う 

 
 

 

う 
 

 
 

 

 

は
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ど
う 

 
 

 

ま 

 
 

ふ 
 

 
 

か
え 

 
 

 
 

 

し
ょ
う
が
く
せ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

え 

ほ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き 
 

 
 

ら
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

や 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
っ
こ
う 

 

げ
ん
て
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
ん
ど
う 

 
 

 

せ
い
こ
う
た
い
け
ん 

ざ
け 

 
 

 
 

こ
う
じ 

 

こ
め 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
と
う 

 
 

 
 

 

ね
ん 

い
じ
ょ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ま 

 
 

 

つ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ほ
ん 

 
 

 

み 

い
っ
ぽ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
か
せ 

 
だ
い 

き 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ま
っ
た 

 

ふ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

う
め 

 
 

 

き
せ
つ 

こ
ん
か
い 

 
 

 
 

 
 

 

と
み
な
が 

と
う
こ
う 

 
 

 
 

 
 

ね
ん
だ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

じ
つ
わ 

 
 

 
 

も
と 

 
 

 
 

は
は
お
や 

 
 

 

み 

す
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
ょ
う 

 

し
ょ
う
ね
ん 

 
 

 
 

よ 

う 

か 

め 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

ね
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

え
い
が 

 
 

が 
 

 
 

し
ょ
う
か
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

わ
た
し 

 
 

い
ぜ
ん 

 

み 
 

 
 

こ
こ
ろ 

 
 

の 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
ょ
う 

 
 

ち
て
き 

し
ょ
う
が
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ね
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

え
い
が 

 
 

 
 

 
 

 
  

し
ょ
う 
 

し
ょ
う
ね
ん 

 

も
の
が
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

み 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

え
い 

あ
つ
か 

 
 

 
 

え
い
が 

 
 

 
 

 

し
ょ
う
か
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

こ
ば
や
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な 
 

 
 

 
 

 

え
い
が 

 
 

 
 

え
い
が 

ず 
 

 
 

 
 

 

ゆ
う
じ
ん 

 
 

  

た
い 

こ 

ば
ん 

 
 

 

お 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

え
い
が 

 
 

 
 

わ
だ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

じ
ょ
う
ほ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

で 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

じ
ょ
う
ほ
う 

と
く
べ
つ
ば
ん 

な
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
つ
ぜ
ん
き
き
ょ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  

ゆ 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

ね
ん 

 
 

ち
ゅ
う
ご
く
え
い
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
も 

 
 

ま
ん
ぞ
く 

 
 

 

ひ 

び 
 

 
 

 

お
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ひ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち
ょ
う 

 
 

 
 

ぺ
き
ん 

 
 

 

し
た
ま
ち 

 
 

せ
ん
と
う 

 
 

せ
い
す
い
ち 

 
 

 
 

 

い
と
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ち
て
き
し
ょ
う
が
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

じ
な
ん 

し
ゅ
じ
ん
こ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

む
し
ょ
う 

 
 

あ
い 

 
 

 

む
ね 

 
 

 

う 

 
 

 
 

 
 

に
ん
げ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ち 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ょ
う
ね
ん 

 
 

ま
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ほ
ん
そ
う 

 
 

 

い
っ
し
ょ 

 
 

 

く
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ほ
う 

 
 

 

し
ゅ
う
い 

 
 

 

へ
ん
け
ん 

 
 

た
た
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
が
た 

 

え
が 

 
 

 

か
い
し
ゃ
い
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

つ
ま 

 

む
す
め 

 
 

い
え
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ひ
と
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
る
ま 

 
 

 

と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
ょ
う 

 
 

せ
い
ね
ん 

 
 

 
 

 

し
せ
つ 

 
 

 
 

 
 

 

に 
 

 
 

 

だ 
 

 
 

 
  

は
は
お
や 

 
 

 

あ 
 

 
 

 
 

 

い 

 
 

ヤ
フ
ー 

 
 

 

え
い
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ち
ぶ 

て
ん
さ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ぬ 

 
 

 
 

は 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か 
 

 
 

ぬ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ど
う
じ
ょ
う 



【バスをご利用の場合】 

＜行きかた１＞ 

藤沢駅北口より１１番乗り場 『大船駅行き』また

は『四季の杜行き』 

『小塚』停留所から徒歩２分になります。 

 

＜行きかた２＞ 

藤沢駅南口小田急百貨店前８番乗り場 『渡内

中央行き』もしくは 『湘南鎌倉総合病院行き』

（教養センター行きは×）に乗り、『村岡東１丁

目』停留所から徒歩３分になります。 

 

【徒歩で来所される場合】 

藤沢駅北口より徒歩１８分 

第５３号 
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平成２６年６月２０日 

 
 

 
 

 「ぱ
る
に
来
て
知
る
先
生
の
恩
」 

 

4
月
の
あ
る
日
、
子
ど
も
支
援
部
署
の
放
課
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
見
学
し
ま
し
た
。 

「
星
の
村
」

「
カ
ラ
フ
ル
」
「プ
リ
ズ
ム
」と
3
カ
所
を
順
番
に
回
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
活
動
の
様
子
を
見

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

私
は
障
害
者
支
援
の
仕
事
を
30
年
ほ
ど
も
続
け
て

い
ま
す
が
、
ず
っ
と
成
人
の
方
た
ち
を
対
象
に
し
て
き

ま
し
た
。
い
ま
ま
で
、
特
別
支
援
学
校
の
見
学
な
ど
は

何
度
も
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
詳
し
く
子
ど

も
の
支
援
の
現
場
を
見
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。 

 
 

「子
ど
も
っ
て
、
大
人
に
育
て
ら
れ
る
ん
だ
な
あ
」 

 

見
学
を
し
な
が
ら
、
改
め
て
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
部
屋
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
考
え
、
机
や
椅
子
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
万
全
に
配

置
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
考
え
、
事
前
に
そ
の

日
の
進
め
方
を
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
す
る
。
子
ど
も

た
ち
が
来
た
ら
、
ひ
と
り
一
人
の
体
調
や
情
緒
の
様

子
を
観
察
し
、
当
意
即
妙
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
さ

せ
て
い
く
。 

 

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
短
時
間
の
支
援
の
場

に
、
ス
タ
ッ
フ
達
の
た
く
さ
ん
の
知
恵
と
時
間
と
情
熱

と
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
気
恥
ず
か
し
い
け
れ
ど
「
愛
！
」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
楽
し
く
人
生
を
演
じ
る
た

め
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
大
人
た
ち
が
丹
精
を
込
め
て

舞
台
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
す
。 

 

遙
か
昔
通
っ
た
幼
稚
園
や
小
学
校
の
先
生
た
ち
の
顔

が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
自
分
も
た
く
さ
ん
の
大
人
た

ち
が
作
っ
て
れ
た
舞
台
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま

で
生
き
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
な
あ
。 

 

還
暦
を
過
ぎ
て
ぱ
る
に
来
て
、
改
め
て
先
生
の
恩
を

知
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

ご感想・ご意見はこちらまで！ 

ぱるつうしんに関するご感想、 

ご意見等がございましたら、 

こちらにご連絡下さい。 

 

Fax：０４６６－２８－０９５９ 
※書式はございません。お名前、連絡先を明記く
ださい。 

※尚、返信は出来かねますのでご了承ください 
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